
- 1 -

自民の本音は一点突破の全面壊憲それでも 今すぐに
自衛隊の合憲化、緊急事態条項、教育体制充実、参議院の合区解消

「改憲の本質をあばく」をテーマに、加藤晋介さん（弁護士）を講師に招き、9月29日、18:30、文京
区民センターで講演会が開かれた。27日に行われた「安倍元首相の国葬」は、法的根拠はない。国会
の承認もなく閣議決定した。国会を度外視、法事国家のやることでない。講師の加藤さんは、鉄道建
設公団訴訟に立ち、国鉄闘争の先頭で奮闘しました。常に労働運動に接し、闘う弁護士です。

【開会】18:30
【司会者挨拶】
◆小林春彦さん(事務局)
27日の国葬、弔意をするのにふさわしくない。憲法

違反が公然と行われました。安倍を神人格化させ、自
民党の権威を高める目的にした国葬は失敗をしました。
今日の講演を反転攻勢にして、改憲を許さない声を上
げて行きましょう。

【主催者挨拶】
◆二瓶久勝さん（連絡会議共同代表）
今、社会的弱者の生活が極めて困窮しています。世界的にみても、アメリカ、イギリスの鉄道労働

者が大規模ストライキが決行している。世界の労働運動は動いている。私も買い物に行く。安い買い
物求めて、高齢者が多くいる。節約で電気も点けない。今の日本を象徴している。労働組合はそこに
目を当てないといけない。労働界の共闘で、「統一生活防衛会議」でもつくりたい。加藤さん講演を
期待する。
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【講演】
◆加藤晋介弁護士
2014年に自民党が明らかにした「改憲草案」の内容を

指摘した。「逆説的に良くできている」、日本国憲法を全
部ひっくり返している。特徴的に自民党が課題にしている
4点がある。①自衛隊の合憲化、②緊急事態条項、③教育
体制充実、④参議院の合区解消。中でも①と②を絞ってい
る。それでも本当の狙いは「一点突破の全面壊憲」にある。
◆日本の円安が進んでいる。日本の赤字は１２４１兆円あ
る。日本の破綻が危惧されるが、国債の赤字を紙幣の増刷
でまかなっている。しかし、円安は大きな影響を与え、ハ
イパーインフレが脅威になる。アベノミクスのツケが広が
っている。
◆日本国憲法は、人権尊重主義、平和主義・国際協調主義
にある。一方の自民党草案は、「国家主権」を柱に、「人
並みの義務を果たさない者に人権は保障しない」。切り捨
て御免の憲法だ。人民主権と国民主権は大きく異なる。人
民主権は、人が生きて行くことを大切に、自由に発言が、
意思表示ができる。対する自民党が主張する国民主権は、
エリート指導、口を出すな。服従することが美しい日本を
表す。
◆1970年代までは社会党の存在が改憲を許さなかった。
常に１／３以上の議席を確保していた。大きな転機は労働
組合の弱体化もあったが、小選挙区制の導入だ。自民党が
一生手放したくない選挙制度を手に入れた。与党の自民党
と野党の公明党が手を握り、自民党政権を築き、憲法改悪
に進んできた。◆経団連は本音を吐露する。「職場支配は、
労働組合を握ることで押さえられる。司法は、少数でも権
力の支配で負けることはない」。
◆護憲を巡る状況は厳しさがある。しかし、守らないといけない。今日、学んだことを地域に帰り、
集会、学習会を持って、みんなで考え、行動できることを学ぶことです。統一地方選で保守を叩き落
とす。そして国民投票に備える。これらが当面やるべきことだと思います。

【閉会】
◆関口さん（共同代表））
統一教会、勝共連合が３０年ぶりに登場してきた。いかに、自民党と地下深

く癒着を続けてきたか明らかになりました。講演から「人さまに迷惑をかけな
い」ことの大切さを講師から強調されました。その通りです。その意味で安倍
元首相の罪は重いです。国葬反対の集会に結集してきた人、関心を持っている
人たちといかに、連帯、組織化することが課題だと講演で教えてくれました。
皆さんと団結して頑張りましょう！


